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図16　施工業者の選定 図17　施工業者の選定理由
図18　施工業者への信頼感 図19　施工業者以外との連携
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高　阪　謙　次
　施工業者の選定理由は，図17のように「高齢者の住宅改修の経験」「丁寧な仕事」「利
用者への対応」「福祉や高齢者に関心」が多く，「評判」「人柄」は比較的少ない。これは，
住宅改修そのものに対する利用者の満足度が，ケアマネの評価にもつながるからであると
思われる。ケアマネの選定は利用者に任されており，評価の低いケアマネ（の所属する事
業所）には利用者が付かなくなるという，制度上の仕組みが有効に働いていると思われ
る。
　その結果，図18のように，選定した施工業者への信頼感は高くなっている。信頼感の
ある施工業者と提携しないと，ケアマネ自身も困ることになるからであろう。耐震補強の
住宅リフォームの悪質業者による被害が多発しているのに対し，高齢者配慮の住宅リ
フォームにはそれがほとんどないのは，当面の不安感がバリアフリー改修には少ないこと
や，改修費用が小さいこと，目に付く部分がほとんどであること（耐震改修は隠れた場所
での工事がほとんど）に加えて，ケアマネというチェックが働いていることも多少は機能
していると思われる。
　このように全般的に施工業者への信頼は高いが，自由記載欄によると，とくに利用者が
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高齢者配慮の住宅改修における介護支援専門員の行動と意識
指定した経験の少ない施工業者において，介護保険制度への無理解を嘆く声なども多く寄
せられている。
　施工業者以外との連携の経験は，図19のように，物理療法士（PT）が最も多い。ほと
んどのケアマネが，PTとの連携の経験を持っていることは注目すべきことであろう。こ
れは，高齢者が病院へ入院をし，退院後に住宅改修が必要になった場合などにおいて連携
したことを示している。このほか，３分の１から４分の１のケアマネは，作業療法士
（OT），訪問介護員（ホームヘルパー），福祉住環境コーディネーター，ソーシャルワー
カー，建築士との連携の経験を持っている。この結果は，住宅改修をめぐるケアマネの仕
事が，多方面との連携が必要であることを，事実で示しており，興味深い。医師，看護師
との連携は少ない。医療関係では PT，OTとの連携があるので，この職種については必要
性が少ないとも言えようが，利用者が PT，OTと関わっていない場合は，医師，看護師レ
ベルとの連携が求められる。
４．ま と め
①　介護保険事業所の経営主体は民間（NPO法人など）が多く，また所属するケアマネ
の経験年数が短いことから，制度の経営基盤が安定的に確立されるまでにはしばらく時
間を要すると思われる。
②　住宅改修に関するケアマネの知識や経験は十分でない。介護保険における住宅改修の
制度については詳しいが，現場的な知識は不足している。しかし，信頼のできる施工業
者を選定・連携することによって，その不足分を補おうとしているようである。
③　「理由書」「申請書」を施工業者などに「丸投げ」するようなケースは少ない。ただ
し，このアンケートに回答したケアマネは，住宅改修に比較的積極的な人が多いと思わ
れることから，ケアマネ全体としてはもう少し多いかと思われる。
④　施工業者への信頼感は概して高い。しかし，介護保険での住宅改修の経験の少ない施
工業者については，この制度の趣旨等の無理解を嘆く声も多い。施工業者への啓蒙の必
要を示している。
⑤　とりあえず単純集計の結果を報告したが，クロス集計などによるより深い分析を今後
すすめる予定である。
